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決
算
と
、
慶
弔
費
十
六
万
円

な
ど
総
額
六
十

一
万
八
千
円

の
二
十

一
年
度
予
算
と
事
業

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
日
帰
り
お
楽
し
み
会

全
ハ

月
）
、　
一
泊
旅
行

（十
月
）
、

ペ
タ
ン
ク
大
会

（九
月
）
な
ど

の
ほ
か
、
月
刊
広
報
刊
行
、
生

き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
」
な
ど

の
事
業
が
継
続
実
施
さ
れ
る

４夕
　
神
　
の
　

つヽ
　
プて
　
く
うヽ
し

人
の
ム
に
え
も
几
頃
ど
″
る
生
た

よ
晨
東
そ
と
い
々
集
「帯
の
花
」
よ
り

新
一毒長
に

平
成

二
十

一
年
度
光
寿
会
定
期
総
会
が
、
二
月

十

一
日
い
か
る
ぎ
館
に
於
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
務
に
精
励
さ
れ
現

職
中
急
逝
さ
れ
た
林
成
憲
会
長
の
あ

と
を
受
け
て
、
新
会
長
に
北
條
蘇
春

↑
さ
は
こ
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
役
員
に
別
記
の
方
々
が
新
た

に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
で

は
二
十
年

度
事
業

・

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「人
や
地
域
と
か
か
わ
る
子
』
育
て
る

野
村
庄
東
小
学
校
長

が
記
念
講
話

総
会
後
野
村
幹
夫
庄
東

小
学
校
長
の
記
念
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
の
現

状
や
目
指
す
教
育
目
標
を
、

子
供
達
の
生
き
生
き
と
し

た
映
像
と
共
に
分
か
り
や

す
く
、
ま
た
情
熱
を
込
め

て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

確
か
な
基
礎
学
力
を
つ

け
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
さ
ら
に
人
や
地
域

と
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
の
で
き
る
力
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
学
校
運
営
の
基
本

を
そ
の

一
点
に
集
中
し

て
努
力
し
て
い
る
と
の

校
長
先
生
の
力
強
い
お

話
を
聞
い
て
、
会
員
の

中
か
ら
安
心
し
て
孫
達

を
ま
か
せ
ら
れ
る
ね
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十

】
年
度

光
寿
会
役
員

顧
問

　

林
　
　
　
博

会
長

　

北
條
　
蘇
春

副
会
長

八
田
　
　
嵩

坂
東
　
国
香

庶
務

　

林
　
喜
興
志

会
計

　

武
部
　
幹
夫

般
老
連
監
事八
田
　
了

一

光

暑套警
= メし

役
員坂

東
　
坂
東
　
国
香

西
川
原
　
林
　
　
利
和

北

明
　
武
部
　
律
子

工

覚
　
武
部
　
幹
夫

川

原
　
齋
藤
富
美
子

圭
口
導
　
林
　
一暑
興
志

公
文
名
　
林
　
　
時
子

監
事
　
　
開
田
　
紀
子

新
入
会
員

坂

東

坂
東
　
　
勲

北

明

八
田
　
照
代

善

導

林
　
　
敏
子

の 真 写 の

よ
う
な
欄
干
が
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
十
月
に
運
用
開

始
予
定
の
砺
波
消
防
署
庄
東
出

張
所
の
建
物
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
職
員
は
三
名
が
常
駐

し
、
救
急
自
動
車
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
及
び
指
令
車
、
各

一

台
が
配
備
さ
れ
て
、
庄
東

一
円

と
柳
瀬
地
区
の
安
全
確
保
に
当

た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

坂

東
　
齋
藤
美
智
代

公 善 川 正 北
文
名 導 原 覚 明

川

原
　
林

　

邦
子

工

覚

武
部
　
琉
子

公
文
名
　
島

　

秀
男

地
区
内
二
工
事
の
現
況

砺
波
野
大
橋
に欄
干が

取
り付
け
ら
れ
ま
し
た

供
用
開
始
が
来
年
に
迫

っ

た
砺
波
野
大
橋
の
高
欄
設
置

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
了
、
上

八
日
　
了

一

八
日
　
　
嵩

林
　
　
澄
子

林
　
　
文
子

林
　
は
る
み

林
　
　
逸
子

費 濠



御
忌
法
会

御
忌
の
法
会
が

三
月
八
日
九
時
半

よ
り
、
い
か
る
ぎ

館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

温
か
な
日
和
り

に
恵
ま
れ
て
大
勢

の
方
々
が
お
参
り

さ
れ
ま
し
た
。
午

前
中
は
南
桂
寺
さ

ん
の
法
話
と
御
文

章
の
読
誦
が
あ
り

ま
し
た
。
午
後
は

今
年
度
お
亡
く
な

り
に
な

っ
た

・
宮
下
　
修
　
様

（釈
深
照
）

・
八

日

昇

吾

　

様

（修
徳
院
釈
教
開
）

・
林
　
義
明
　
様

（秋
雲
義
照
居
士
位
）

・
林
　
成
憲
　
様

（開
誓
院
釈
証
勧
）

・
宮
下
昌
三
　
様

（釈
唯
明
）

ら
五
人
の
ご
遺
族

を
招
い
て
の
追
悼

法
要
と
、
西
慶
寺

さ
ん
、
常
称
寺
さ

ん
両
住
職
の
法
話

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
お
世

話
は
川
原
常
会
の

方
々
で
し
た
。

ふ諾漿スまI露テ量二百曇3璽辱箸 3EOら―んじょ浮世事
堀尾外志子さん、スカットの部では
三門明明子さんがそれぞれ優勝され、浮世亭杯を獲得されまし

を手
=写
|き像譜思電製肇9電云冒F襄≧ふ茜秀軍勢君厭空港替

ると言われた、いわゆる極楽の様子を説明した前段の部分、
名曰極果襲土有辟究阿薇屹今見本沈法今fl井晨土打潰
鳥鳥極果襲目来上也有象薔担麦諾果波鳥極果丈李flキ
種果口土七立欄載セ査二鯛セ立行樹皆走口質月直日硫

走よ皮國鳥鳥極桑丈今11キ極果國土有七質にへ功健率九満襲嗜ila六免以全け布池口邊足よ皮國鳥鳥極桑丈今11キ極果國土有七質にへ功健率九満襲嗜ila六免以
階通全薇瘤璃顔梨今式上有穣目赤以全匁瘤痛顔梨阜果赤味.ら脳綸晟竹え
を書写しました。
当日は二月とは思えないほどの温かい日でしたが、つい先日台風並みの大風が吹いた後始末なども
あってか、参加者はやや少なめでした。

次回Iま 4月 15日 (水)です
10時ころより、昨年の 9月 に行いました「長老方のお話を聞く」の第二回目を予定しています。長い人生経験
からにじみ出る味わい深いお話に耳を傾けてみませんか。ご来亭お待ちしております。

田
目
圏

新
会
長
に
辻
純
雄
さ
ん

過
日
開
催
さ
れ
た
般
老
連
役
員
会
に
お

い
て
、
現
職
中
逝
去
さ
れ
た
林
成
憲
会
長

の
後
任
に
、
安
川
長
寿
会
会
長
の
辻
純
雄

さ
ん
を
推
す
こ
と
と
な
り
、
総
会
に
提
案

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

定
額
給
付
金
支
給
を
め
ぐ

っ
て
は
、
別
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
新
手
の
詐
欺
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
国
会
審
議
中
か
ら
す
で
に
問
題
視
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
案
の
定
給
付
手
続
き
が
は
じ
ま
っ
た
と
た
ん
早
く
も
詐
欺
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
二
月
十
九
日
、
大
阪
の
堺
市
で
市
の
職
員
を

装
っ
た
男
が

「定
額
給
付
金
の
手
続
き
が
代
行
で
き
る
」
と
う
そ
を

つ
き
、
高
齢
者
か
ら
現
金
五
万
円
を
だ
ま
し
取
っ
た
の
で
す
。

給
付
額
お
よ
そ
七
億
七
千
万
円
程
度
と
思
わ
れ
る
砺
波
市
で
の

給
付
に
つ
い
て
は
、
三
月
末
世
帯
主
宛
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ
、
四

月

一
日
か
ら

（十
月

一
日
ま
で
の
期
間
）
、
原
則
と
し
て
日
座
振
込
方
式

で
の
申
請
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
日
座

へ
の
振
込
は
郵
貯
な
ら
四
月

末
、
そ
れ
以
外
の
金
融
機
関
の
日
座
な
ら
五
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

日
座
が
無
く
現
金
で
支
給
を
受
け
る
人
へ
の
窓
口
で
の
給
付
は
六
月

以
降
に
な
り
ま
す
。
市
か
ら
の
広
報
に
留
意
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
詐
欺

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
落
ち
着
い
て
対
応
し
た
い
も
の
で
す
。

は

い と億 の酷

弔

事

三
月
七
日

齋
藤
あ
き
子
　
様

享
年
　
数
え
年
九
十
二
成

心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
し
ま
す

主な大会日程

4カ 7 市民ペタンク大会
6カ 4 般若地区民ペタンク大会
_6′27  市民体育大会ペタンクの部
7′22 市老連ペタンク大会
10122  市ペタンク選手権大会

四
月
一日
一水
一

・土
曜
日

年
後
爵
半
よ
り
舗
習
聞
協

参
加
自
由
で
す
。
　

仲
間
と
共
に
気

軽
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

い
か
る
ぎ
館

西
側
広
場
に
て

4月 石 藤 委 詈 多ワ譜


